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１　はじめに

輸入飼料の現状については、皆様ご承知

のとおり、飼料原料の国際価格やウクライ

ナ情勢、円安等の影響により高止まりして

いる状況であり、畜産経営における生産コ

スト上昇への対策は喫緊の課題となってい

ます。

本県では、令和４年度から飼料価格高騰

に対する緊急的な対策として、「飼料価格

高騰緊急対策事業」、「酪農経営緊急対策事

業」による支援を実施しているところです

が、これまで、本誌に掲載したとおり、輸

入飼料依存からの脱却を目指した施策等の

実施が必要です。

本誌2022.10月号に掲載した「今だからこ

そ見直そう！『耕畜連携』」でも記載して

おりますが、本県では、耕畜連携の取組強

化を輸入飼料依存からの脱却の一つの手段

と捉え、耕畜連携体制の構築や課題の解決

に向け、施策を展開しています。

今回の内容は、取組の状況や今後の展

望、関連する補助事業などについて紹介し

ます。

２　県産飼料の生産状況について

水田における県産飼料の生産状況につい

て表１に示します。飼料価格が高騰した影

響から、県産飼料の作付面積は年々増加傾

向にあります。

表１　水田における県産飼料の作付状況	 （ha）

３　県による耕畜連携の取組状況及び計画

（１）県による需要量調査
県では、昨年度に引き続き、畜産農家に

おける県産飼料の需要量の調査を行いまし

た。調査結果について表２に示します。昨

年度と比較すると、畜産農家の県産飼料に

対する意識が高まっていることがうかがえ

ます。この調査結果を基に、地域農業再生

協議会や関係機関へ情報提供を行うととも

に、マッチング支援の手法等を庁内の関係

部局と検討を進めています。

引き続き、県産飼料の供給を希望される

場合は、管轄の県民局までお知らせくださ

い。

表２　需要量調査の結果（増加分）（単位：ha・戸）

（２）マッチング事例の共有化
耕種・畜産農家間でのマッチングを支

〔自給飼料施策〕

県が取り組む『耕畜連携』の紹介
岡山県農林水産部畜産課



2

援する方法について、県や市町村、関係機

関の担当者で考え方が異なる場合がありま

した。マッチングを行うためには一定の対

応スキームが必要であると考え、これまで

マッチングを図ってきた実績の事例調査等

を行い、成功している理由を明らかにし、

当該事例を関係機関へ紹介して情報の共有

を図りたいと考えています。このことによ

り、農業者からの問い合わせに対して、対

応方法の認識が統一され、これまで以上に

農家間のマッチングが図られると考えてい

ます。

４　稲わらの利用推進（単県事業紹介）

県産稲わらは表２に示したとおり、約

88ha分の新たな需要量が確認されました。

稲わらの収集は飼料への有効利用のみなら

ず、野焼きによる大気汚染の防止にも繋が

る取組でもあります。飼料自給率の向上と

環境負荷軽減の両面から稲わらの畜産利用

を推進するため、令和５年度から岡山県産

業廃棄物処理税の活用により、「県産稲わ

ら利活用推進事業」を創設しました。本事

業では、事業主体自らが「稲わら収集・供

給計画」を作成し、事業実施年度の翌々年

度までに３～５haの稲わら収集面積の拡大

を要件とすることで、積極的な取組を支援

することとしています。供給先には畜産農

家を位置づけ、本県の飼料自給率向上に資

する事業と考えています。

地域の水稲作付農家等と連携を図り、稲

わら収集・利用に取り組まれる場合には、

本事業の活用を御検討いただければと思い

ます。

【事業概要】
事業主体：農協、営農組合、生産者団体等
事業内容：県産稲わらの収集面積の拡大に
必要な施設の整備及び生産性向上に係る機
械等の導入
補助率：1/2以内
補助要件：①稲わら収集面積の拡大
　　　　　　新規:３ha以上、拡大:５ha以上

　　　　　②稲わら収集に関する情報発信

５　県産飼料利用拡大研修会を計画中

水田等を活用した県産飼料の生産・利用

を促進し、耕畜連携の取組を推進している

なかで、実際に県産飼料を活用している畜

産農家から、給与方法や連携体制等を紹介

いただくとともに、現地視察を行い、保管

の実態や利用に係る機械等を見ていただく

研修会の開催を計画しています。

利用経験のない方や現在利用している方

においても、どのように給与するのかや、

300kg近いサイレージの運搬など情報交換

の機会となり、県産飼料の理解醸成の場と

なると考えています。

６　おわりに

今回、県による取組状況や県事業、研修

会等について紹介しましたが、飼料価格高

騰、高止まりに対応するために、中長期的

な視点から耕畜連携の取組を推進しており

ます。農家間のマッチング支援や関係機関

との連携を強化し、持続的な畜産経営に向

けて取り組んでまいりますので、各種調査

等への御協力をお願い

します。
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はじめに
　肉用牛繁殖経営は、令和２年10月以降に
おける飼料価格の高騰、その後の高止まり
に加え、資材費や動力光熱費等の上昇によ
り子牛生産費が増加し、一方、収益に及ぼ
す影響が最も大きい和子牛価格は、開催月
で変動はあるものの令和４年３月期以降下
落し、直近令和５年10月期では450千円を下
回る極めて厳しい経営状況となっています。
　そこで、昨年度から当協会では、比較的
早い時期に経営データを収集・比較して、
肉用牛繁殖経営がどのような収益状況にあ
るのかを分析し、情報提供しているところ
であり、本内容も５月のＪＡ和牛部会総会、
６月の当協会事業説明会及び９月の岡山和
牛子牛資質向上対策協議会総会で紹介した
ところですが、一部最新のデータに更新し、
改めて整理しましたので報告します。この
ことが畜産経営の維持に繋がり、今後の施
策や支援方針の一助となれば幸いです。

1．経営環境
（1）牛肉需給動向
　消費量は、近年の和牛肉ブームの高ま
り等を背景に堅調に推移し、令和元年度
には、米国でのBSE発生前の平成14年度
を超えるまでに増加しました。しかしな
がら、令和２年度以降、新型コロナウイ
ルス感染症の影響による輸入量の減少等
により、３年連続で減少しています。ま
た、和牛の卸売価格は、平成28年以降、
生産量の増加等を背景に軟調ながら高値
で推移していたものの、令和２年２月以
降は、同感染症の影響によるインバウン
ド需要や外食需要が大きく減少し、急激
に低下しました。５月以降、経済活動の

再開や輸出の回復に伴い上昇し、11月以
降は、前年を上回る又は前年並みで推移
しましたが、令和４年１月以降は、同感
染症の感染拡大が収束を見ないなか、物
価の上昇による消費活動の低迷の影響も
あり、前年を下回って推移しており、そ
の傾向は令和５年も続いています。
（2）子牛市況（全国）
　和子牛価格は、リーマン・ショックの
影響や口蹄疫の発生により、30万円台ま
で低下していたものの、生産頭数の減少
や枝肉価格の上昇により、平成28年度第
4四半期には、過去最高の851千円になり
ました。その後も高値で推移していまし
たが、令和２年２月以降、上記需給動向
に連動し、子牛価格は大きく低下しまし
た。枝肉価格の回復に伴い、令和３年度
第4四半期には、730千円まで回復したも
のの、令和４年５月に急落し、その後も
低下傾向で推移しています。
　なお、本県の家畜市場における和子牛
価格の推移は、図1のとおりです。

図1　全農総合家畜市場和子牛平均価格推移

（3）費用要因及び雑収入
　この内容は共通するため、同誌８月号
＜酪農経営編＞を参照願います。

〔特集〕

一般社団法人岡山県畜産協会　経営支援部　築山　伴文

飼料価格等高騰に伴う岡山県内畜産の
収益動向＜肉用牛繁殖経営編＞

（単位：千円）

（開設年月）
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2．肉用牛繁殖経営の収益動向
（1）分析対象経営の概要
　令和5年4月から5月において16戸の
データを収集しましたが、酪農経営編と
同様に、令和2年、3年及び4年の決算デー
タ（1月から12月）がすべて存在する10
戸の経営について、分析可能な項目を比
較しました。戸数が少ないものの、比較
的地域は分散しており、同一経営での比
較であるため、傾向は見て取れると考え
ています。
　なお、より速い情報提供のため、青色
申告決算書を利用しており、経営毎に育
成牛の評価基準や費目への配分が異なる
点等については、補正できていません。
　①成雌牛飼養頭数
　成雌牛の平均飼養頭数は、令和２年の
22.6頭から徐々に増加し、令和４年は24.9
頭で、県平均（15.3頭/R ４酪肉近値）よ
り多頭飼育の経営が対象となっています。
　平均頭数が毎年増加したのは、新規参
入や経営継承により規模拡大途中の経営
が含まれているためですが、同じ階層内
での増加のため、令和4年に20頭台から
10頭台に減少した経営を除き、令和2年
から4年における９戸の分布は、すべて
同一経営となっています。
　なお、10頭以上20頭未満の層が一番多
く、全体の50％で、次いで20頭以上30頭
未満の層が多く、この２階層で全体の
70％を占めています。

表1　成雌牛飼養頭数の分布

　②成雌牛1頭当たり子牛販売頭数
　表２に分布を示していますが、経営間
のばらつきが大きいと言えます。また、
この３年間において、経営内に増減が
あるものの、平均では、令和２年と３年
は0.81頭で、ほぼ同数でした。ただ、令
和４年は、酪農経営との連携による受精
卵移植の活用や前年からの繁殖成績が優
良であったことにより1.0頭以上が２戸
あった一方、20頭台の経営で、繁殖成績
の悪化により0.8から0.6頭台に減少した
事例もあり、平均は0.78頭に減少してい
ます。

表2　成雌牛1頭当たり販売頭数の分布

　成雌牛１頭当たり子牛販売頭数は、分
娩間隔や事故率などと関連し、繁殖経営
として重要な指標です。数値が低い場合
は、特に注意をすべきと考えます。
　なお、0.5頭未満となっている経営に
ついては、小規模経営で自家保留による
規模拡大が要因であったため、あえて備
考に記載しています。
　③分娩間隔
　本分析が青色申告決算書によるもので
あり、各年の分娩間隔を把握することが
困難なため、令和４年末に在籍している
成雌牛の通算分娩間隔の平均値を、各経
営の参考値として整理しています。繁殖
経営においては、１年１産が目標とされ
ていますが、全体の50％は400日以上の
層に位置し、平均では398日（13.1 ヵ月）
となっています。
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表3　分娩間隔の分布

　④子牛1頭当たり販売価格
　表４のとおり対象経営の平均は、令和
２年が662千円で、３年が769千円、４年
が673千円と推移しており、新型コロナ
ウイルス感染症の影響等による市場全体
の価格変動に大きく連動した結果となっ
ています。ただ、対象経営は市場平均よ
りも高い価格で販売しており、令和４年
は対市場比102.9％となっています。
　分布を見ますと、こちらも相場による
影響が大きく、令和２年は750千円未満
の５階層に集中していましたが、令和３
年は850千円以上が１戸あるなど、600千
円以上にすべての経営が分布し、高価格
帯に移っていることが分かります。
　ただ、令和４年は、市場平均が令和
２年とほぼ同額（対象経営平均は11千
円高）であるにもかかわらず、850千円
未満の７階層に分散しており、経営間
の差が極めて大きくなっています。こ
れは、子牛市場における価格の二極化

（優良牛が今までどおり評価される高価
格帯とそれ以外の牛が低価格帯に分か
れる状況）が影響していると考えます。
ちなみに、令和４年の最大値と最小値
の差は427千円で、令和２年の219千円、
令和３年の241千円を大きく上回ってい
ます。
　なお、成雌牛１頭当たり平均販売価
格は、前段②で示した成雌牛１頭当た
り子牛販売頭数の減少により、令和２
年に比較して令和４年は８千円低下し
ています。

表4　子牛1頭当たり販売価格の分布

　⑤成雌牛1頭当たり購入飼料費
　表５下段のとおり対象経営の平均は、
令和２年が206千円でしたが、３年には
216千円に、４年では254千円まで上昇し
ており、対２年比123.5％、48千円の大幅
な増加となっています。
　このことを象徴するように、令和２年
と３年にはなかった400千円以上の２階
層にそれぞれ１戸ずつが分布しており、
ともに購入飼料に依存していることが大
きく影響しています。
　ただ、450千円以上の経営は、②で触
れた２戸のうちの１戸で、成雌牛１頭当
たり1.14頭の出荷を実現しており、本数
値を大きくする要因にもなるため、考慮
が必要です。

表5　成雌牛1頭当たり購入飼料費の分布

　⑥成雌牛1頭当たり飼料作付け延べ面積
　表６は、令和４年青色申告決算書に記
載の作付面積（放牧地は考慮出来ていま
せん）に対して、表・裏の作付け品種を
確認して整理したものです。対象経営の
平均は、およそ10ａで、２ａ未満が３戸
となっています。また、図２は飼料作付
け延べ面積と購入飼料費の関係を示して
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おり、対象経営においては、作付け延べ
面積が大きい方が購入飼料費の低減につ
ながっています。
　ただし、投下労働時間や関連経費、収
量や品質が重要であることは言うまでも
ありません。一方、自給飼料の作付けが
ない場合は、肉用牛売却所得の課税の特
例措置（いわゆる肉免）に影響する場合
がありますので、注意が必要です。

表6　成雌牛1頭当たり飼料作付け延べ面積の分布

図2　飼料作付け延べ面積と購入飼料費の関係

　⑦成雌牛1頭当たり所得金額
　表７下段に成雌牛１頭当たり平均所得
金額を示しましたが、令和２年が120千
円、３年が216千円で、４年はこの３年
間で最も低い101千円でした（対２年比
84.5％、対３年比47.0％）。令和２年と３
年の比較では、10戸中８戸で同所得が向
上し、令和３年と４年では、10戸中９戸
で同所得が低下していることから、子牛
相場の変動が繁殖経営の収益を左右す
る最大の要因と言わざるを得ないのです
が、令和２年と４年では、向上と低下の
戸数は５戸ずつとなっています。経費の

増加により同所得が19千円低下したもの
の、④で触れたように、市場平均価格は
ほぼ同額であったことから、各経営の飼
育技術（二極化に影響）や自給飼料生産
の取り組み等の差が明暗を分けたと言え
ます。
　令和４年の分布は、令和３年ほどでは
ないもののばらつきが大きく、令和２年
同様、３戸が所得マイナスとなっており、
その上層の０円以上50千円未満と合わせ
た2階層で、全体の50％を占めています。
ちなみに、最大値と最小値の差は、令和
２年の378千円に対し、令和４年は401千
円とやや広がっています。
　参考に、集計から除いた６戸のうち、
３戸が赤字となっています。

表7　成雌牛1頭当たり所得金額の分布

（2）�飼料価格等の高騰が収益性に及ぼす
影響

　前段の経営概要を整理し、令和２年か
ら４年の成雌牛１頭当たり収支動向を表
８に示しました。
　収入を見ますと、令和３年は対２年比
119.8%、123千円増加していますが、令
和４年は対３年比87.0％、97千円減少し、
対２年比では、104.2％、26千円でわずか
な増加となっています。これは、成雌牛
１頭当たりの子牛販売価格の増減が大き
く影響していますが、令和４年と２年の
比較においては、飼料価格高騰に伴う補
填金や緊急支援補助金を含む雑収入の増
加が要因となっています。
　一方、経費を見ますと、令和２年以
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降増加しており、令和４年は対２年比
108.9％、45千円（対３年比103.2％、17
千円）となっています。これは、成雌
牛1頭当たりの購入飼料費が令和2年比
123.5％、48千円、農薬衛生費が125.3％、
５千円、諸材料費が154.1％、９千円、動
力光熱費が129.4％、６千円それぞれ増加
していることが影響しています。
　特に、購入飼料費は、経費全体に占め
る割合が最も大きい項目であり、令和４
年は46.4％まで上昇しているため、今後
の肉用牛繁殖経営において、飼料費の増
加をいかに小さくするかが最重要課題と
言えます。

表8　経営概要及び収支動向等

　図３は飼料作付け延べ面積と所得の関
係を示しています。所得の大小を左右す
る要因は様々あり、この図でも同面積が
４ａ未満の４戸が所得１位・２位と９位・
10位という両極端な結果となっています
が、所得最小と同面積最大経営のプロッ
トを直線で繋いでみると、後述する理由
により所得１位・２位を除いた８経営で
あれば、作付け延べ面積が大きい方が所
得も大きい傾向にあると考えられます。
ただ、自給飼料生産の拡大は、土地、労
働力、機械等の制約があるため、簡単で
はないことは承知していますが、特に、

飼料高騰下の現状においては、所得向
上（経費に占める割合が高い購入飼料費
の低減）につながる本面積の確保をどう
しても検討する必要があるのではないで
しょうか。
　なお、同面積が少ない（又はない）な
がら、所得１位と２位を実現した経営を
詳しく見ますと、前者は、採草は行って
いないものの放牧草地を有しており、分
娩間隔が１位、子牛１頭当たりの販売価
格が２位と優秀な成績で、後者は、規模
拡大中により多額の雑収入（補助金及び
奨励金）があったことが要因となってい
ます。

図3　飼料作付け延べ面積と所得の関係

　図４は、飼料関連費（購入飼料費に種
苗費、肥料費、作業委託料を加算したも
の）と所得の関係を示しています。青色
申告決算書から抽出のため、飼料関連費
に減価償却費や消耗諸材料費等は考慮出
来ていませんが、自給飼料費の３項目を
加算したことにより、購入飼料費だけよ
りも最大値と最小値の差は、29千円小さ
くなっています。
　所得９位・10位の経営については、飼
料関連費（実質は飼料の作付けがない又
はわずかのためほぼ購入飼料費）が400
千円を超えており、所得を確保するには
厳しいレベルと言えます。
　一方、１位から８位の経営について
は、飼料関連費が200千円弱から350千円
未満の範囲にあるものの、その他の要因
が影響して所得差が出ていることが分か
ります。その要因としてポイントになる
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のが分娩間隔と子牛１頭当たりの販売価
格で、図５と図６に両項目と所得の関係
を示しています。

図4　飼料関連費と所得の関係

図5　分娩間隔と所得の関係

図6　子牛1頭当たり販売価格と所得の関係

　図５からは、分娩間隔の良し悪しが所
得に直結することが見て取れ、図６から
は、同販売価格が高い方が所得は大きく
なる傾向にあると言えます。ただ、同販
売価格が１位の経営は、分娩間隔と成雌
牛１頭当たり飼料関連費がともに８位で
所得が19千円に留まっています。また、
所得９位の経営については、分娩間隔は
２位ながら、子牛１頭当たりの販売価格
が９位で、所得10位の経営については、
成雌牛1頭当たりの出荷頭数が１位で、
同販売価格が６位ながら成雌牛１頭当た

りの子牛販売価格も１位であるが、とも
に飼料関連費をカバーするには至れてい
ない状況です。
（3）収益予測
　直近３ヵ年の実績と令和５年の子牛市
場価格を踏まえ、令和５年における経営
収支の試算結果を表９に示しました。
なお、共通する項目は、酪農経営編と同
様の考え方を用いており、備考欄にその
内容を記載しています。
　試算①は、年間の市場平均価格が令和
５年１～９月期相当の568千円とした場
合ですが、子牛1頭当たりの販売価格が
令和４年比87.0％まで落ち込むこととな
り、成雌牛１頭当たりの収入金額合計は、
576千円が見込まれます。
　一方、成雌牛1頭当たりの経費合計は、
令和４年比105.0％の575千円が見込まれ、
同所得がわずか１千円（1,212円）となる
厳しい結果が予想されます。
　また、試算②は、本対象経営とは異な
り、子牛１頭当たりの販売価格が市場平
均価格であった場合ですが、成雌牛１頭
当たりの所得が－11千円と予想され、経
営の継続が困難な状況です。10月期の市
場価格はさらに下落しており、先行きが
見通せない事態となっています。

表9　令和5年収支試算表
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3．肉用牛繁殖経営を維持するために
　以上、限られたデータでの分析結果で
すが、県内肉用牛繁殖経営の収益性が極
めて厳しい状況にあることは間違いない
と言えます。このままでは、金銭面の困
窮はもちろん、経営を継続する意欲が減
退し、離農する経営者が増加することと
なり、生産基盤の弱体化は想像に難くあ
りません。
　このような背景のもと、国において、
従前の肉用子牛生産者補給金制度に加
え、令和5年1月から和子牛生産者臨時支
援事業が措置されましたが、残念なが
ら本県の実情とは乖離があり、名称どお
りの効果を得られていない状況です。す
でに、仕組みの見直しについては、国へ
の働きかけを県に要請したところですが

（詳細は、本号「トピック」を参照して
ください）、この事業に限らず、国等の
支援は必要不可欠であり、有益かつ効果
的な施策が待たれます。
　一方、各経営で、各地域で、県全体で、
少しでもやれることはないかと考える必
要があります。経営分析の結果から、経
営を左右する指標をいくつか上述しまし
たが、全ての項目で上位となっている経
営はなく、良い意味で改善点が残されて
いるのも事実です。今一度、経営内や地
域の環境を見渡し、必要な取り組みや対
策を見極め、１つ１つクリアーして行く
ことが大切だと考えます。
　まず、経費においては、やはり購入飼
料費の増加をいかに抑えるかが重要にな
ります。肉用牛繁殖経営の基本は、国産
粗飼料の有効活用です。ただ、（２）で
触れたように、経営個々での増産や新規
で自給飼料生産に取り組むことは、並大
抵のことではないため、組合、地域、県
域で飼料自給率を高めることを考えなけ
ればなりません。特に、高齢者が多く飼
養規模も小さい肉用牛繁殖経営でも利用
可能な体系の構築は、重要なポイントと

なるでしょう。
　収入においては、「子牛1頭当たり販売
価格×繁殖雌牛1頭当たり販売頭数」の
最大化が重要になりますが、この有効な
対策は、まさに本県が取り組んでいる岡
山和牛子牛資質向上対策協議会の活動に
ほかならないと言えます。
　引き続き、地域部会を核とした巡回指
導等を行い、哺育育成技術の向上と適正
な飼育管理により「おかやま四ツ☆子牛」
の作出を目指して欲しいと考えます。そ
のうえで、育種価やゲノミック評価を活
用した優良雌牛群の整備や飼育環境の改
善を図ることがさらなる資質向上につな
がることは言うまでもありません。受精
卵移植や性判別精液の活用も販売価格の
向上に有効な手段です。
　加えて、同協議会では、今年度から繁
殖管理指導を重点項目に掲げています。
本県の分娩間隔は、全国平均に反してや
や延長傾向にあります。一朝一夕にはい
かない課題ですが、病気や事故の低減も
含め、繁殖雌牛の増頭だけでなく生産性
の向上で販売頭数の増加を図ることは非
常に重要であり、同協議会の支援指導に
も期待がかかります。
　この資質と生産性の向上に努めること
が外的環境の厳しい中でも収益の確保へ
と繋がる方法であり、ひいては、市場の
活性化や評価にも繋がり、県外の購入者
を呼び込むことも期待できるのではない
でしょうか。
　近年の飼料価格の高騰に続き子牛価格
の急落によって、肉用牛繁殖経営は、未
曽有の危機に直面しています。今こそ経
営者と関係組織が一体となって、あらゆ
る手立てを模索し実行し続けながら、こ
の難しい局面を打開して行くしかないの
です。乗り越えた先にある畜産業界の繁
栄を信じずにはいられません。
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　畜産協会と関係農業７団体は、去る10
月６日（金）、岡山県知事に対し、和子牛
生産者臨時経営支援事業のブロック割の
見直しを強く国に働きかけるよう要請書
を提出しました（以下の写真）。

　和牛については、飼料価格の高騰、高
止まりに加え、資材費や動力光熱費等の
上昇により和子牛生産費が増加し、一方
では、子牛平均価格が令和４年末から大
きく下落するなど、極めて厳しい状況と
なっています。国は従前の肉用子牛生産
者補給金制度に加え、令和５年１月から
和子牛生産者臨時経営支援事業を措置し、
四半期ごとにブロック割平均価格が交付
金発動基準となる60万円を下回った場合
に、その差額の3/4を補てんすることとし
ました。
　しかし、本県が加入する本州関東以西・

四国ブロックは、全国有数のブランド牛
を有する県が含まれるため、８月期に初
めて60万円を下回る58万円台が想定され
るものの、本県の子牛平均価格（７月期
53万円、９月期49万円、10月期45万円）
と比較すると大きく乖離しており、補て
ん金が出にくい状況となっています（図
１）。このため、生産者から、ブロック割
の見直しを求める声が急激に高まってい
ました。

図１

【要請農業団体】
岡山県農業協同組合中央会
岡山県農政協議会
岡山市農業協同組合
晴れの国岡山農業協同組合
おかやま酪農業協同組合
全国農業協同組合連合会岡山県本部
全国和牛登録協会岡山県支部
一般社団法人岡山県畜産協会

〔トピック〕

一般社団法人岡山県畜産協会

和子牛生産者臨時経営支援事業の
ブロック割り見直しを！！



11

　サシバエによる被害は、牛の安寧（あん
ねい）阻害、乳肉生産性の低下、病原体の
伝播など大きな問題となっています。現在、
農場では様々な方法でサシバエ防除が行わ
れていますが、当研究所では在来天敵を用
いた生物的防除法の研究に取り組んでいる
ので、その概要を紹介します。

１　牛飼養農家のサシバエ被害の実態
多くの牛飼養農家で問題となる衛生害虫

にはサシバエ、アブ、ブユ、イエバエ等が
挙げられます。これらは様々な疾病を媒介
して衛生的な被害をもたらすばかりでなく、
牛に多大なストレスを与え、生産性にも影
響を与えています。この中でもサシバエは、
生活環が短く産卵数も多いため牛舎の中で
大量発生すること、また、発生時期が春か
ら秋にかけてと長期にわたり、行動範囲も
広く、殺虫剤が効きにくいという点から防
除対策の困難な衛生害虫のひとつです。

サシバエ（写真１）は雌雄とも吸血性が
あり、針のような長い口吻（こうふん）で
皮膚を刺し、数分かけて自分の体重と同程
度の量を吸血します。サシバエの吸血時に
は強い痛みを伴うため、牛は睡眠障害や採
食減少から、増体減少、乳量低下、乳房炎
等を引き起こす事が知られています。また、
牛伝染性リンパ腫（旧名称・牛白血病）等
の血液を介した伝染病の伝播にも関与して
います。

このような状況の中、全国的に様々な
方法でサシバエ防除が取り組まれています
が、その効率的な防除は、作業面や費用面
で大きな負担となります。

以上のことから、作業や費用の負担が軽

減できれば畜舎の規模にかかわらず全国的
にサシバエの防除対策が普及できると考え
られます。

写真１　サシバエ（○部分が口吻）

２　主なサシバエ対策
一般的なサシバエ防除法として大きく

次の３つが報告されています。当研究所で
も防虫ネットを張るなどして防除を行って
いますが、屋外等の広範囲にわたる施設で
は十分な対策を講じることができていませ
ん。
（１）耕種的防除法

ハエ類が産卵し、幼虫が孵化する場所で
ある発生源をなくすことが最も適切な防除
であり、畜産の場合、その発生源は糞にな
るため、定期的に除糞することが最も有効
な手段となります。しかし、サシバエをゼ
ロにすることは難しく、こまめに除糞する
ことは時間や労力を要します。
（２）物理的防除法

ハエ取り紙、粘着トラップシート、電撃
殺虫器、防虫ネットなどの設置による物理
的にサシバエを家畜に近づけさせない方法
です。物理的防除法の多くは、１つだけで
は十分な効果が得られず、防虫ネットのよ
うに手間がかかり、広範囲に行うには経済
的負担が大きいなどの課題があります。

〔技術のページ〕

サシバエ防除で牛のストレス低減！！
農林水産総合センター畜産研究所
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（３）化学的防除法
化学的防除法はいわゆる殺虫剤を使用す

る方法です。殺虫剤は種類によりますが、
単価が高いものもあり、使用量が増えれば、
当然コストは増え、生産者にとって農業経
営のデメリットとなります。また、毒性が
あるものや環境汚染、抵抗性病害虫を発生
させてしまう危険性も指摘されています。

３　生物的防除法の可能性
害虫防除法は上記で述べた３つが基本と

なりますが、人畜への安全性が高く、コス
トや労力などの負担が軽減でき、また、抵
抗性病害虫の発生が抑えられる新しい「生
物的防除法」に着目した研究が九州大学を
中心に行われています。

一般的な生物的防除法は農業、園芸に
おいて、天敵を活用し、病害虫の密度を下
げる防除法のことを言いますが、サシバ
エについては天敵となる寄生蜂が2019年に
国内で初めて発見されました。発見された
寄生蜂は、コガネコバチ科の「Spalangia 
cameroni(スパランギア・キャメローニ)」、
和名をキャメロンコガネコバチと言います

（写真２）。このハチは、家畜の糞尿や堆肥
中に潜り込み、サシバエのさなぎを見つけ
て産卵し、それを栄養源に成虫となること
でサシバエの発生を抑えます。世界中に広
く生息し、アメリカやEUではサシバエ対
策として製品化もされています。

写真２　キャメロンコガネコバチ(左)と
サシバエのさなぎ(右)

４　当研究所の取り組み
当研究所は、令和４年から６年にかけて

九州大学が主体となり、国内７道県（北海
道、栃木、岡山、福岡、大分、鹿児島、沖
縄）が参画している「サシバエの被害調査
と生物的防除法開発事業」に取り組んでい
ます。この研究では、効果的な防除に向け
たサシバエの発生状況をモニタリングする
とともに、キャメロンコガネコバチ等によ
るサシバエのさなぎへの寄生状況の調査を
行っています。
（１）発生状況調査

発生状況調査は、粘着シート（写真３）
を繁殖牛舎及びパドック牛舎に各10ケ所設
置し、１週間後に捕獲したサシバエ数を計
測しています（月２回）。途中経過ではあ
りますが、サシバエの発生は９月頃にピー
クを迎え、11月頃には見られなくなりまし
た。
（２）寄生状況調査

寄生状況調査は、堆肥から回収したさな
ぎを九州大学で羽化・個体判別し、寄生率
を調べています。キャメロンコガネコバチ
以外にも、在来
寄生蜂のハエヤ
ドリコガネコバ
チ等が確認され
ています。

５　今後の取り組み
これまでの調査から、サシバエや在来寄

生蜂の発生傾向を把握することができまし
た。令和６年度には、当研究所内にキャメ
ロンコガネコバチを放飼し、サシバエ密度
をどの程度抑えられるか、防除効果を検証
することとしています。

写真３
サシバエ発生状況
調査用の粘着シート
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１　はじめに
高梁家畜保健衛生所管内にある高梁市

大池山育成牧場は、高梁市内に限らず県
内の複数の酪農場から、牛が預託される
公共育成牧場として酪農経営上、非常に
重要な存在であり、疾病対策や適切な飼
養管理が重要です。

今回、本牧場の衛生管理についてフォ
ローアップした事例を報告します。

高梁市大池山育成牧場は、大池山育成
牧場利用組合が主体となり、管理は常勤
職員 2 名で、受託飼養頭数約 120 頭、放
牧地 47ha と採草地 18ha の広大な草地管
理を行っています。

２　公共育成牧場の指導体制
この公共育成牧場を取りまく関係機関

の指導体制は、市役所が牧場運営の補助、
県民局が補助事業の窓口、酪農業協同組
合が経営の助言、家畜診療所が診療やワ
クチン接種、家畜保健衛生所が衛生指導
や検査全般を担っています（図 1）。

図1　公共育成牧場指導体制

３　家畜保健衛生所の衛生指導
家畜保健衛生所は、当牧場の「衛生管

理プログラム」に基づき、放牧病である
ピロプラズマ症の検査やワクチネーショ
ン指導、牛伝染性リンパ腫（BLV）対策
などの衛生指導を実施しています。

４　育成牧場の課題
当牧場の一番の課題は、BLV の水平感

染問題です。1 頭 1 針などの人為的感染拡
大予防や吸血昆虫対策を実施しているに
もかかわらず、哺育舎から育成舎への移
動時に、BLV 陽転牛が確認されています。
問題の背景には、預託時の BLV 遺伝子検
査ですでに BLV 陽性牛がいることと、本
牧場に BLV 陽性牛の隔離飼育スペースが
ないことがあります（図 2）。

図2　課題　BLV水平感染問題

５　課題解決のための指導
課題解決にむけて長年対策を実施して

きたものの、なかなか解決に結びつかない
状況の中、どのように思いを伝え、指導す
れば良いのか悩みました。しかし、いろい
ろと悩んだ結果、課題解決に向けて、家保
が良いと思ったことを地道に、「こつこつ」
と指導していくことが 1 番だと思い、まず
は、飼育環境の改善指導である「哺乳舎・

〔家保のページ〕

管内育成牧場のフォローアップ
高梁家畜保健衛生所
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哺育舎の防虫ネットの修繕」と「畜舎消毒
の実施指導」を中心に指導を進めていきま
した。

６　改善指導の成果
飼育環境の改善については、家保と牧場

が充分な協議をおこなった上で、老朽化が
激しく、破損が多い哺乳舎や哺育舎の補修
を協力して実施しました（図 3）。

図3　飼育環境の改善

また、BLV 対策として吸血昆虫防除な
どを目的とした殺虫剤散布の適切な散布方
法を牧場側に指導し、一時休止されていた
畜舎消毒を再開しました。

令和 2 年度から対策を実施し、令和 4 年
度には、哺乳舎・哺育舎内での BLV 水平
感染「ゼロ」を、哺育舎から育成舎への移
動時に行う BLV 抗体検査で確認すること
ができました（図 4）。

図4　BLV抗体検査による陽転率の推移

この結果から、哺乳舎・哺育舎で BLV
陽性牛と陰性牛の隔離飼育ができない状況
においても、防虫ネットや吸血昆虫防除な
どの殺虫剤散布を適切に実施することで、
水平感染を防止できたと考えられました

（図 5）。

図5　BLV水平感染対策

７　まとめ
牧場施設の補修などを協同で実施したこ

とや粘り強い指導により、牧場職員の衛生
対策に対するモチベーションがあがり、衛
生対策の見直しを実施する良いチャンスと
なりました。

衛生管理指導は、口頭だけの指導では難
しく、目的は何かということを相手側に伝
え、関係機関が協力して、粘り強く指導す
ることが重要です。

この状態が維持できるように、今後も関
係機関とともに、フォローアップしていき
たいと考えています。
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〇牛伝染性リンパ腫って？
　牛伝染性リンパ腫は、牛伝染性リンパ腫
ウイルス（ＢＬＶ）感染により、血液中の
白血球が異常増殖し、リンパ節が腫大する
病気です。このウイルスに感染した牛は、
血液や乳汁等を介して、他の牛への感染源
になります。
　感染牛の多くは無症状ですが、数％は数
年の潜伏期間後に発症し、生産性が著しく
低下、数週間から数か月で死亡します。ま
た、出荷後にと畜場で診断された場合は、
全部廃棄になるため、大きな経済的損失と
なります。
　なお、有効な治療法やワクチンはありません。
　県内での発生は、令和４年は 13 戸、63 頭で（図１）、１戸あたりの発生頭数が平均約４．
８頭となっており、効果的な対策をとっていないと考えられる農場に被害が集中している
と思われます。

〇どのようにして感染するの？
　以下のとおり、牛群内で感染するルートと母牛から子牛へ感染するルートがあります。

〔家畜衛生〕

一般社団法人岡山県畜産協会　家畜衛生部

補助事業を活用して、牛伝染性リンパ腫の対策を！

図１　県内の牛伝染性リンパ腫発生状況
農林水産省HP　監視伝染病発年報より

【牛群内で牛から牛へ】
・吸血昆虫（アブやサシバエ）
・感染牛の血液が付着した物（注射針、直検手袋、器具）
・感染牛の分娩後に分娩房をそのまま利用

【母牛から子牛へ】
・ＢＬＶ感染牛の乳
・産道

〇どのように対策したらいいの？
　対策については、農林水産省から牛伝染性リンパ腫（牛白血病）に関する衛生対策ガイ
ドライン（以下、ガイドライン）が示されており、牛の飼養者、獣医師、家畜人工授精師、
関係機関等が一体となって取り組むこととされています。
　牛伝染性リンパ腫のまん延防止対策は、まずは検査でＢＬＶの感染状況を把握すること
から始まります。そして、農場内での感染拡大を防ぐとともに、血中ウイルス遺伝子量を
考慮したうえで、経営状態に配慮しつつ更新の優先度をつけて、感染牛をとう汰すること
も有効です。

〇家畜生産農場衛生対策事業（表１）を活用し、対策に取り組みましょう！
　岡山県畜産協会では、「家畜生産農場衛生対策事業」により、ガイドラインに基づいて
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飼養者が実施する牛伝染性リンパ腫対策の経費を補助しています。
　事業には、３つのメニューがあります。１点目は、検査費用や陰性証明書の交付料に対
する補助、２点目は共同放牧場に対する検査費用や吸血昆虫の忌避駆除費用の補助、３点
目はウイルスを伝播させる可能性が高い牛（以下、高リスク牛とする）のとう汰補助です。
　繰り返しになりますが、対策は、まず農場内の感染状況の把握から始まります。岡山県
の家畜保健衛生所では、牛伝染性リンパ腫の抗体検査を１件８４０円、ＢＬＶ遺伝子を検
出する抗原検査を１件２，６５０円で実施しています。畜産協会では、その１/ ２以内を
補助しています。なお、検査の補助は、過去に抗体陽性となった牛の抗体検査は対象外で
すので、家畜保健衛生所の指導を受けながら取り組んでください。

表１　家畜生産農場衛生対策事業概要

※１　�①人為的な伝播を防止するための対策　②吸血昆虫対策　③初乳の加温、凍結又は
初乳製剤の使用　④早期母子分離飼育　⑤導入牛の隔離・検査

※２　�防虫ネットの網目は、アブ対策では１cm 以
下、サシバエ対策では２mm 以下。

※３　�牛のウイルス遺伝子量が少ない低リスクの
牛が他の理由によって先に廃用になっても、
その時点でリスクが高い牛の順に淘汰が補
助の対象となります。

※４　評価額の上限は、９５万円

図２　防虫ネットの設置例
　　　中国四国酪農大学校
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はじめまして。農業共済組合　美作家畜診
療所の伊藤友です。

昨年度入職し、二年目になります。一人で
診療に出始めてちょうど一年が経ちました。
車の運転に慣れるところから始まり、道を覚
え、牛舎に辿り着くのがやっとだったところ
から少しずつ慣れてきました。まだまだわか
らないこともたくさんあり、技術も未熟では
ありますが、先輩や農家の皆さんに助けても
らいながら、日々診療に励んでいます。

そんな私について、この場をお借りして自
己紹介させていただきます。出身は三重県桑
名市で、畜産とは全く縁のない生活をしてい
ました。小さいころから動物が大好きで、人
見知りはするのに、大きな動物には物怖じせ
ず自分から触りに行くような子どもだったそ
うです。

小学校一年生から父親の影響でテニスを習
い始め、試合でもっと勝てるようになりたく
て、中学では部活と二つのスクールを掛け持
ちしていた時期もありました。体力面はもち
ろん、精神面もこの時期にかなり鍛えられた
と思います。

高校に入り将来を考えたときに、小さい頃
から漠然と動物に関わる仕事がしたいと思っ
ていたこと、また獣医師という職業に憧れが
あったことから獣医師を目指すことにしまし
た。しかし私は理系科目がとても苦手で、定
期テストでは何度か再試験に引っかかりなが
らも、なんとか獣医大学に合格しました。

大学は神奈川県の日本大学に進学しまし
た。慣れない関東ではじめての一人暮らしで
したが、人に恵まれ、大学生活は本当に楽し
く過ごせました。実家で猫を飼っていたこと
もあり、はじめは犬や猫を診る獣医師を目指
していたのですが、実習で牛に触れたり、牛
を扱う研究室に入ったりして(写真は研究室活
動で直検しているところ)、だんだんと牛の可

愛さや牛を診る面白さに惹かれて、この道に
進むことを決めました。

岡山県は、入職する前共済に実習に来たき
りで観光にも来たことがありませんでした。
冒頭にも書きましたが、入職直後は仕事に慣
れるのと、車の運転に慣れるのに必死で(ペー
パードライバーでした)、休日は何もできませ
んでした。しかし今では岡山市や倉敷市まで
出て有名どころを観光したり、美味しいもの
を食べに行ったり、楽しく休日を過ごせてい
ます。

最近は県外へ旅行に出かけることも楽しみ
の一つで、今年に入ってからは、山口、香川、
愛知、岐阜、東京など色々なところに行きま
した。旅行はあまり予定を立て込まずのんび
りまわるのが好きで、その土地の美味しいも
のを食べることが一番の楽しみです。

直近では夏に北海道の羅臼で船に乗って、
野生のシャチの家族を見られたことが嬉し
かったです。北海道で食べた海鮮も最高でし
た。

拙い文章でしたが、ここまで私の自己紹介
をお読みくださりありがとうございました。
農家の皆さんに信頼して頂ける獣医師になれ
るよう、誠実な姿勢を大切にコツコツ積みあ
げていきたいと思っています。またお会いす
ることがあればよろしくお願いします。

〔共済フレッシュさん〕

獣医師として二年目を迎えて
美作家畜診療所　　伊藤　友
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私は牛に全く関係のない家庭で生まれ、
進学を機に岡山県にやってきましたが、大
学でも違う専攻を学んでいました。人生に

『牛』という選択肢がないまま育ってきま
した。

大学４年で就職活動で暗中模索していた
ところ、ある人が「うちで牛をやろうよ」
と声をかけてきてくれました。その人とい
うのが今の主人です。その一言が私の人生
を決めることになるのです。

右も左もわからないまま酪農界に飛び込
みましたが、知らない土地で、想像と全く
違う命と24時間向き合う現場と自分の不甲
斐なさに最初は一人で泣いてばかりいまし
た。「子牛のミルクだけやってくれればい
いよ」と言われていたのに、搾乳を始め牛
の管理全般など、やることが山積みになっ
ていきました。その都度主人の両親が一か
ら丁寧に教えてくれて、獣医さんや業者さ
んにも相談しながら理解を深め、できるこ
とが少しずつ増えていき、気が付いたら、
寂しくて一人で泣くことはなくなっていっ
たのです。仕事内容だけではなく、牛との
向き合い方や牧場としての考え方を教えて
くれて、私に仕事を任せてくれた主人の両
親には本当に感謝しています。

あっという間に駆け抜けた１２年間の間
に、４人の子供たちに恵まれ、牛の仕事を
しながら子育てにいっぱいいっぱいな毎日
です。その１２年間で感じたことは、酪農
家は共働き家庭の理想の形だな、というこ
とです。牛舎で仕事をしながら子供を見て、
子供たちは作業をする大人の姿を見る。そ
の姿を見ながら、子供たちも作業を手伝う
ようになり、気が付いたら私よりも牛の性
格を理解して仲良くなっている息子の姿が

ありました。自分達で下の子の面倒をみて
くれて、私が仕事に集中できるのは子供た
ちのおかげだといっても過言ではありませ
ん。昔はこれが当たり前だったのだろうな
と思いますが、世代を超えて家族全員が支
え合いながら生活していくことはもしかし
たらとてもありがたいことなのではないか
と思うのです。

その一方で、人手不足であることも悩み
の種です。仕事を探している、牛の仕事に
興味がある、という相談をよく受けます。
が、作業時間の話になると無理だな…と言
われてしまいます。特に子育て世代にとっ
ては一番忙しい時間が牛の作業時間に重
なってしまうため、かなり厳しいそうです。
私自身もそれは感じます。子供がいる平日
の朝晩は１分１秒の戦いです。それに、家
族でいきなり旅行に行こう！なんてことは
当然できません。前もってヘルパーを取り、
段取りを全部していかなければならない不
便さも、動物を扱う現場から離れてしまう
要因になっていると思います。

今は戦争やコロナの影響で世界が揺れて
おり、酪農界にも大きな影を落としていま
す。でも、我が家が酪農家であるというこ
とを知っている人たちからは、「学校で余っ
ていた牛乳をみんなで協力して全部飲むよ
うにしている」とか、「うちでは１日３本
買うよ！」「いつも牛乳ありがとう！」な
ど嬉しい言葉を他にもたくさんいただきま
す。それだけでもっと頑張ろう！とやる気
になります。サラリーマン家庭で育った私
だから気づく点もあるはずです。酪農界が
少しでも明るくあるように、今が踏ん張り
時だと思うのです。

〔畜産現場の声〕

酪農家は共働き家庭の理想の形
吉備中央町　雲岡　阿耶
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　コロナ禍が落ち着き、４年ぶりに学生
募集を目的に関東から九州の各都道府県
の養牛施設を保有する農業高校を訪問し
ました。各高校では全国共進会や和牛甲
子園での上位入賞を目指しての活動や学
校ブランドの畜産物製品の加工販売など、
それぞれ有意義な取組を紹介していただ
きました。一方で、昨今の飼料・資機材・
高熱水費の高止まりや専門教員不足等に
より実習施設を維持していくことが極め
て難しくなっているという声を多く聞き
ました。加えて、卒業する生徒のうち畜
産関係の分野に進学・就職する割合が減
少し、畜産学科の存在意義が問われてい
ることなど、コロナ禍以前に比べ畜産担
い手育成の状況が厳しくなっているよう
に感じられました。特にコスト面、人材
面で維持管理が難しい酪農実習施設は統
合・廃止、または和牛飼養に転換するな
どの高校もあり、酪農の担い手育成の現
場が縮小しているのではないかと危惧し
ました。
　本校に目を向けても、入学生の姿は少
しずつ変わってきています。例年２０数
名の入学者がありますが、以前は９割以
上が農業高校出身者であったものが、最
近は農業高校以外からの進学の割合が高
まりつつあり、実家が畜産業を営む後継
者は２割に満たない状況となっています。
入学者に志望動機を聞くと、ＳＤＧｓや
脱炭素、クリーンエネルギーなどグロー
バルスタンダードへの強い意識や、都市
一極集中型人口問題への関心など、より
よい社会創造への意欲、幼い頃の牧場体

験に基づく憧れや働き甲斐（自己の存在
意義）など、自己実現の場として畜産を
選択したという内容を多く聞くようにな
りました。本校ではこうした変化に対応
し、学生たちの期待に応えられるよう、
環境、牛、人にやさしい持続可能な酪農
が実践できる農場の充実に努めています。
Iot機器の導入等によるスマート農業化や
農場HACCPに基づく管理システムの運
用、自給飼料生産による循環型酪農を実
践し、今後は放牧酪農の導入やメタン発
酵処理施設の整備を検討しているところ
です。
　本校の卒業生は、ほぼ全員が酪農・肉
用牛関係業種に就職していますが、牧場
の従業員や酪農ヘルパーなど、家畜管理
業務に従事する雇用就農の割合が高く
なっています。自営就農は親や親族の経
営を受け継ぐ継承タイプのほか、離農を
考えている経営の委譲や離農跡地を利用
した新規就農タイプの例がありますが、
割合は低くなっています。
　雇用就農後の動静について詳細な調査
は実施していませんが、就農から数年後
に転職したとの情報をよく耳にします。
転職の理由として「不安定な就業時間」「休
日が取りづらい」「人間関係」など雇用環
境に起因する内容が多い一方で、キャリ
アアップを目的とした転職や授精師・削
蹄師など技能職に専念するなど積極的な
転向も見受けられます。内閣府が調査し
た就労等に関する若者の調査結果による
と、仕事より家庭・プライベートを優先
したい若者が増加し、転職を否定的に捉

〔担い手〕

公益財団法人中国四国酪農大学校　教務課長　関　哲生

中国四国酪農大学校における
酪農担い手育成の取り組み
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える若者は少ない傾向があるとされてい
ますが、本校卒業生においても同様のよ
うです。他業種への転向例も少なくない
ことから、畜産業界からの人材の流出が
惜しまれます。雇用する側の業務体制の
明確化や教育プログラムの充実、キャリ
アアップに応じた報酬などが求められる
ほか、現代の若者には従来の「親方と弟子」
のような労使間の関係性は受け入れられ
ないことを認識することが重要であると
思われます。
　新規就農タイプの自営就農については、
自治体や農協の紹介を受け、離農を検討
している経営に一旦雇用就農し、徐々に
経営を移譲する形で独立するいわゆる「居
抜き」の事例が数例あります。新規就農
を進めるためには物件と就農希望者の
マッチングのみでは不十分であり、独立
までの技術習得支援や生活補償などの支
援を併せて実施する必要があることから、
成功事例はいずれも関係機関の強力な支
援の賜と感謝しています。本校でも、こ
うした新規就農を後押しするために、意
欲ある卒業生を職員として雇用しながら
技術修得と就農までの経営計画、資金計
画、制度活用などを総合的に支援するコー
スの設定を検討しているところです。
　本校では、将来の担い手育成のための
学生教育に加えて、酪農に関連する機
関に所属する社会人を対象とした酪農
フィールド研修科（社会人研修）を設置し、
受講者のキャリアアップや酪農に対する
理解度アップを図るとともに、酪農現場
の支援者を育成することを目的とした研
修活動に取り組んでいます。「酪農支援の
担い手育成」です。研修期間と研修内容
は受講者のニーズにあわせて１週間、２
週間、１ヶ月、１回あたり１０名程度の
コースを設定し、酪農に関する講義と実
習を行っています。令和５年度には農協、

乳業会社、飼料会社等から８３名の受講
がありました。これからも関連業界から
支持されるよう取り組んでいきたいと思
います。
　さらに本校では、消費者への理解醸成
活動を「消費の担い手育成」ととらえ、
子ども達を対象とした体験活動に力を入
れています。子ども達に理解を深めても
らうことで、将来の理解ある消費者を育
てると同時に、「生産の担い手」の発掘に
もつながると考えています。こうした理
解醸成活動には従来から取り組んでいま
したが、本年３月に中央酪農会議から「酪
農教育ファーム」の認証を受けました。
今後は、ファシリテーターとしての学生
の実習機会を設け、活動の充実強化を図っ
ていきたいと考えています。
　時代の移り変わりや新しい機器の開発、
家畜の改良進度等に伴い、求められる担
い手の姿も刻々と変化しています。一朝
一夕には完了しない担い手育成の取り組
みは多角的、長期的な視野に立って継続
して取り組まなければならなりません。
厳しい環境下にありますが、関係の皆さ
んとの関わりを大切にしながら、将来を
見据えた「担い手育成」に取り組んでい
きますので、引き続きご支援とご協力を
お願いします。
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岡山市北区今保99番地 3

Tel.086-259-1230　Fax.086-259-1231
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お問合せ：（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）　TEL03-6206-0846

畜産現場の“今”を30分の番組にしました！
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください！
配信中の内容 ： 国産原料100％の飼料で黒毛和牛を肥

育する農家に密着！／シリーズ 令和の畜
産危機にさせないために／放牧で飼料
代・燃料代を抑えた酪農経営／他

６６
◀スマートフォンからはこちら
▼パソコンからはこちらで検索

（公社）中央畜産会からのお知らせ

がんばる畜産



筆者が畜産業界に飛び込んだ時には、本誌を購入するだ
けの不良読者だった。それから月日が流れ、一度は訳あっ
て職を辞したのだが、今年度から本誌編集人を任され、あ
とがきを書いている。人生とは不思議なものである。そして
今、社会構造の凄まじい変革の波にのまれ、未曾有の危
機に直面している畜産業界の渦中にいる。このような輩が
苦境に立たされている農家の心中を慮っても、表面的な共
感の限界を感じざるをえない。しかしながら、本県畜産を連
綿と紡いできた先人たちに想いを馳せる時、それでもなお
その隔たりを超える可能性を探し、先人の想いを未来へ繋
いでいくこと、それが不良読者だった自身の使命だと思っ
ている。（H.F）。

あとがき

肉用牛繁殖経営指導研修を開催しました！
　本号の内容でもご紹介したとおり、和子牛価格が下落の一
途をたどっています。支援機関が肉用牛生産者の経営に適
切なアドバイスが出来るよう、経営研修会を開催しました。三回
に分けた研修で第一回目は経営診断の基礎や簿記の見方
などを学習しました。この研修が生産者の経営支援に少しで
も役立つことを願っています。
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